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　東南アジアで唯一の内陸国であるラオスは、他の国に

比べて経済成長率も低く、ほとんどの人々が農業を生業

に生活しており、いまだ後発開発途上国に分類される国

です。また、1954年まで60年間続いたフランス統治時

代の「愚民化政策」により、教育面も他国より著しく遅れ

ています。ようやくラオス政府も力を入れ始めましたが、

義務教育にあたる初等教育77.3％の就学率に対し、中等

教育38％、高等教育2.9％（2000年調べ）と依然低く、ま

た都市部と地方とでは大きな格差があります。ラオスで

は、老朽化した校舎の中、今なお雨風にさらされながら

勉強する子供たちが多くいます。

　このような状況の中、平成19年７月に、南部に位置す

るサワンナケート県の村長より依頼があり、麗澤海外開

発協会では、竹原基金によってタート・インハン村の学

校校舎再建計画に協力していくことを正式に決定いたし

ました。しかし、校舎の再建費用は438万円と当初想定

していたよりも高く、予定していた竹原基金250万円で

は、大幅に不足することがわかりました。

　「竹原基金」の創設者・麗澤大学 竹原茂教授（当協会理事）

は、「子供たちにより良い教育環境を」という思いでこの

基金を創設しました。この思いを実現するためにも、そ

してアジア諸国の発展のためにも、会員の皆様やより多

くの皆様の力が必要です。何とぞご支援、ご協力くださ

いますようお願い申し上げます。

ラオス小学校再建プロジェクトがスタート

1960年代に建てられた木造の校舎は壁や天井も穴だらけ。1960年代に建てられた木造の校舎は壁や天井も穴だらけ。1960年代に建てられた木造の校舎は壁や天井も穴だらけ。1960年代に建てられた木造の校舎は壁や天井も穴だらけ。1960年代に建てられた木造の校舎は壁や天井も穴だらけ。

村人たちのカンパだけでは建て直しができません。村人たちのカンパだけでは建て直しができません。村人たちのカンパだけでは建て直しができません。村人たちのカンパだけでは建て直しができません。村人たちのカンパだけでは建て直しができません。

激しい雨風のときには隣の教室に避難することもあります。激しい雨風のときには隣の教室に避難することもあります。激しい雨風のときには隣の教室に避難することもあります。激しい雨風のときには隣の教室に避難することもあります。激しい雨風のときには隣の教室に避難することもあります。

― ご協力をお願いします ―
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ラオスの８割の学校は倒壊の危険性あり

 　麗澤海外開発協会では、SVA（社団法人シャンティ国際ボランティア会）と協力し、平成19年12月より南部に位置す

るサワンナケート県のタート・インハン学校の再建工事に着手しました。

　タート・インハン学校は、幼稚園児48名、小学生450名、中学・高校生312名の計810名の生徒が通学しています。

今回再建を予定している教室は1968年に建設された３教室。現在115名の小学生が使用している校舎で、壁の木は割れ、

トタン屋根には穴が開いてしまっています。そのため、雨の時には他の校舎に移って勉強をしなければなりません。

　ラオスでは生徒数が増加する一方で、教員の賃金が低いため教員不足に悩んでいます。また、老朽化した校舎も全体

の8割と学習環境の整備が急務となっています。

右は教室内の様子。 机や椅子もボロボロ。

屋根も壁も穴だらけ。

屋根はトタンで作られているが、 今にもはがれ

落ちてきそうな状態。 下の写真は校舎の全景。

皆様のご支援お待ちしております

タート・インハン学校の様子
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ネパール   現 地 報 告

◆ 今年もよもぎオイルの抽出が終わりました

 　今年も昨年並みに乾燥よもぎの収穫があり、よもぎオイルの抽出も無事終了。オイル抽出終盤期に雨が降り続き、採

集そのものにはさほど問題はないのですが、採集をする村人たちが「傘がない」「レインコートがほしい」「蛭が出るので

賃金をもう少し出してほしい」などと要求することが非常に多くなりました。

　昨年までは入山採集税なるものがあることを知らず、採集にかかわる村民からも何も聞いていなかったのですが、今

年度からよもぎ採集税を払って１年間の許可を取らなければならないことになりました。ネパールではよもぎは誰も関

心すら持たない雑草同然だった草ですが、ようやく「日の当たる存在に昇格」したことをうれしく思います。

報告：畑美奈栄（鍼灸師）

　平成19年11月３日から10日までの８日間、日本道経会東京の11名の方々がネパールへの研修旅行で、ティテパティ

よもぎの会のよもぎ工場を視察に来られました。日本道経会とは、「道徳と経済は一体である」という理念に基づき、「三

方よし」の経営を通じて健全な経済社会の発展に努めている団体で、今回視察に来られた方々も経営者の方が多く、大

変熱心にご覧になってくださいました。

　皆様もネパールや近隣の国へ来られる際にはぜひご連絡いただき、見学にお越しください。

　20年前ネパール入りした当時は鍼灸を知っている人は極わずかでした。

OTTC（東洋医学専門学校）開校準備のため教育省をはじめ、労働省、社会福祉省、

国家計画委員会など関係省庁に行き、鍼やお灸について説明しましたが、鍼は

知っているという人はいても「お灸」「もぐさ」はどう説明しても理解していただ

けませんでした。

　よもぎを乾燥させてもぐさにし、そのもぐさを「つぼ」の上に置き線香で火を

つけ、一時的に火傷をさせて病気を治す治療法で中国では4000年前から、日本

では2000年前から行われている優れた医療であることを説明しましたが、

99.9％の人は信じていませんでした。なかには「火傷させて、なぜ病気が治るの

だ」と怒り出す人もいて、情けない思いをしたことを思い出します。

　今年からJOCV（青年海外協力隊）隊員が鍼灸師としてネパールに派遣され、カ

トマンズ市役所に開設された「鍼灸院」で治療を始めました。ようやくネパール

政府が「鍼灸」を医療として公認したことになり、20年間頑張ってきてよかった

と心からうれしく思っています。

◆ ネパールでのお灸の普及

● 日本道経会東京が研修旅行でよもぎ工場を視察  ●

よもぎの葉を集める村人 もぐさ用に葉を乾燥させる オイルにする葉は洗浄後、抽出機へ

ネパールの国際会議場でお灸の
デモンストレーションを行いました
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タ イ   現 地 報 告

◆ 新しい仲間が加わりました
　メーコック財団の近隣にあるパースー村から、新たな仲間が加わり

ました。自宅から通学することになった子供と入れ替わり、かねてか

ら希望していた子供たちが入ることになりました。メーコック財団で

の規則的な生活や当番の仕事など、最初は慣れないようですが、スタッ

フの愛情を受けて、がんばっていってほしいものです。

　運営者であるピパット氏が今年に入ってから体調を崩しており、多

くの支援者が心配していましたが、徐々に回復し、お茶の苗を植える

作業も子供たちと一緒にできるまでになりました。子供たちにとって

父親のような存在であるピパット氏。日本からも暖かいエールを送り、

活動を少しでもサポートしていきたいと思います。

◆ 伝統刺繍で技術向上を目指す
　ピパット氏を支え、子供たちの世話から運営に携わる妻のアノラッ

クさん（チェンマイで縫製工場を経営）は、時間を見つけては子供たち

にアカ族伝統の刺繍や裁縫を教えています。生地などの材料も自分の

工場から無料で提供しています。以前から子供たちが作った刺繍の生

地をメーコック財団の訪問者に販売してきましたが、今後アノラック

さんが日本向けに販売する商品の中にも少しずつ入れることができる

かもしれません。学校の勉強が中心のため、たくさん作ることはでき

ませんが、技術の向上を目指すことで自信と将来への一つの希望が見

えてくることでしょう。

報告：渡辺朋子（麗澤海外開発協会スタッフ）

　昨年12月20日から28日まで、第４回タイ・スタディツアー

を実施。１、２年生の希望者９名が参加しました。

　このツアーは、チェンライ郊外にある養育施設・メーコック財

団での滞在をメインとするものです。財団の子供たちは、複雑な

家庭事情を抱えているにもかかわらずとても明るく、言葉や年齢

の違いなど気にもせず、笑顔で優しく接してくれました。ツアー

が始まった当初、生活の不便さや気候の違いにより、生徒たちか

らは不安や不平の声も聞かれました。しかし、財団で子供たちに

会ってからは、みずから朝５時に起きて掃除をする者、炊事の手伝いをする者、タイ語の本を片手に一生懸命にコ

ミュニケーションを図ろうとする者…と、出会いをとおして成長していく姿を見ることができました。次回もより

多くの生徒が参加し、貴重な体験をしてくれることを心より願っています。　　　　　　　　　　　　　

● 麗澤高等学校スタディツアーでメーコック財団を訪問　●

ツアーの学生に刺繍を教える

「今の自分にできること」を考える旅に

報告：江頭誠道（麗澤中学・高等学校教諭）

寮生活を通じて規律を身に付けていく


